
様式１

被　　災　　償　　却　　資　　産　　明　　細　　書　　（　　一　　品　　別　　）

１　枚のうち

１　　枚

① ② ③ ①×③の乗率
円 円 （②／①） ※小数点未満切捨て　　　　　　　円

1 2 自動溶接機A 3・4・5 2 6 337,135 210,000 １・２・３・４・全 269,708

2 2 自動溶接機B 3・4・5 3 10 1,524,900 全損　　 １・２・３・４・全 1,524,900

3 2 フライスパン 3・4・5 4 12 4,036,500 1,150,000 １・２・３・４・全 1,614,600

4 6 複写機 3・4・5 4 10 162,250 全損　　 １・２・３・４・全 162,250

5 2 組立機 3・4・5 3 5 3,096,000 １・２・３・４・全 1,857,600

6 6 測定工具 3・4・5 3 5 143,994 １・２・３・４・全 86,396

7 6 パソコン 3・4・5 3 5 131,676 １・２・３・４・全 79,005

8 3・4・5 １・２・３・４・全

9 3・4・5 １・２・３・４・全

10 3・4・5 １・２・３・４・全

11 3・4・5 １・２・３・４・全

12 3・4・5 １・２・３・４・全

13 3・4・5 １・２・３・４・全

14 3・4・5 １・２・３・４・全

15 3・4・5 １・２・３・４・全

16 3・4・5 １・２・３・４・全

17 3・4・5 １・２・３・４・全

18 3・4・5 １・２・３・４・全

19 3・4・5 １・２・３・４・全

20 3・4・5 １・２・３・４・全

※1資産の種類　：　１　構築物　　２　機械及び装置　　３　船舶　　４　航空機　　５　車両及び運搬具　　６　工具、器具及び備品 小　　計

※2年号　：　３　昭和　　４　平成　　５　令和
※3損害の程度→乗率　：　１(20％以上40％未満→乗率0.4)　　２(40％以上60％未満→乗率0.6)　　３(60％以上80％未満→乗率0.8)　　４(80％以上→乗率1.0)　　全(全損等により復旧不能→乗率1.0)　　　
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修復費用
（未修理の場合は見積り額）

損害の程度 損害課税標準額
摘　　　要年

号 年 月

所有者番号 所　　　有　　　者　　　名

80000001 梅本プレス工業㈱

行
番
号

資
産
の
種
類

資 産 コ ー ド 資 産 の 名 称 等

取得年月 課税標準額

※2※1

※3

左記3品の修復費一式

2,000,000
左記3品の修復費一式

2,000,000

自動溶接機Aの損害の程度③は、
210,000/337,135＝0.622＝62％となる。下記※3
より、３を○で囲む。また、乗率は0.8となる。

修復費一式2,000,000円を組立機・測定工

具・パソコンの課税標準額①を合計した金額

3,371,670円で割り、損害の程度③を算出す

る。
2,000,000/3,371,670＝0.593＝59％となる。
下記※3より、3品の損害の程度③は２となる。
乗率は0.6。

課税標準額①337,135
円に損害の程度③で
求めた乗率0.8を乗じ
て求める。
337,135×0.8＝269,708

被害を受けた資産について、
「償却資産明細書」よりご
記入ください。

数品をまとめて修復依頼

したため、1品ごとの修復

費が不明な場合。


